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各部の説明（音声読み上げ用）
本体を、8つの丸いノブとたくさんのキーがある面を上に向け、8つのノブのうち4つの小さいノブが手前側になるようにして、机の上に置いてください。

Pフォーnextの各部を次の順番で説明します。8つの丸いノブのある本体正面、本体下部、左ソク面、右ソク面、背面、最後に本体上部の順番です。

8つの丸いノブのある本体正面
上から順に、次のように位置します。
· ３つのキーが横１列に並んでいます。
左側の丸いキーは電源キーで、長押しをすることで電源をONまたはOFFします。
中央の大きな四角いキーはRECキーで、録音を開始または停止します。録音中は赤く点灯します。
右側の丸いキーはPLAY/PAUSEキーで、録音したファイルを再生または一時停止、再開します。

３つのキーの下には8つの四角いキーが横一列に並んでいます。左から順に次のように位置します。

一番左のキーはサウンドパッドA	／先頭キー（操作キーA）です。SOUND PAD A に割り当てられている音声を再生します。再生／一時停止中に、ファイルの先頭に移動します。
左から二番目のキーはサウンドパッドB／早戻しキー（操作キーB）です。SOUND PAD B に割り当てられている音声を再生します。再生／一時停止中に押すと、10 秒戻ります。長押しすると、早戻しします。
左から三番目のキーはサウンドパッドC早送りキー（操作キーC）です。SOUND PAD C に割り当てられている音声を再生します。再生／一時停止中に押すと、10 秒進みます。長押しすると、早送りします。
左から四番目のキーはサウンドパッドD／停止キー（操作キーD）です。SOUND PAD D に割り当てられている音声を再生します。再生を停止します。
その右の、つるっとした四角い部分はディスプレイです。
その右の左から5番目のキーはMENU ／戻るキー（操作キーイチ）です。ホーム画面では、メニュー画面を表示します。メニュー画面では、1 つ前の画面に戻ります。
左から6番目のキーはTONE ／ UP キー（操作キーニ）です。ホーム画面では、TONE のON/OFFを切り替えます。メニュー画面では、上の項目を選択します。
左から7番目のキーはCOMP ／ DOWN キー（操作キーサン）です。ホーム画面では、COMP のON/OFFを切り替えます。メニュー画面では、下の項目を選択します。
左から8番目のキーはAI NOISE REDUCTION ／ 決定キー（操作キーヨン）です。ホーム画面では、AI NOISE REDUCTIONのON/OFF を切り替えます。メニュー画面では、選択した項目を決定します。

8つのキーの下には4つの四角いキーが横一列に並んでいます。左から順に、マイク1から4の入力をミュートします。ミュート状態のときは赤く点灯します。
その下、大きな丸い4つのINPUT VOLUMEノブがあります。左から順に、マイク1から4の入力音量を調節します。最大と最小で回転が止まります。
そのすぐ下に小さな丸い4つのHEADPHONE VOLUMEノブがあります。左から順に、ヘッドフォン1から4の音量を調節します。最大と最小で回転が止まります。

本体下部
4つのヘッドフォン端子が横１列に並んでいます。ステレオミニ端子です。
左ソク面
順に次のように位置します。
· 一番上に長細いスイッチがあります。+48Vファンタム電源用スイッチです。	上にするとONになり下にするとOFFになります。
· 中央にmicroSDカードスロットの蓋があります。切り欠きに爪をかけてひっぱって開きます。
· microSDカードを入れるときは、microSDカードの切り欠きが手前になる向きで、端子面を左側面にして、カチッというまで押し込んでください。取り出す時はもう一度押し込んでください。
· その下にある小さな穴はねじ止めの穴です。
· その下に電源用USB端子があります。Type-Cの端子です。出力12ワット 以上（5ボルト、2.4アンペア 以上）のUSB ACアダプターまたはUSBモバイルバッテリーを接続できます。
· その下に通信用USB端子があります。Type-Cの端子です。パソコンやスマートフォン/タブレットと接続しデータ通信や電源供給を行えます。その下にある小さな穴はねじ止めの穴です。

右ソク面
一番上に長細いスイッチがあります。チャンネル4INPUT SELECT スイッチです。スイッチを本体上部側にするとINPUTヨン(XLR)の入力 、スイッチを本体下部側にするとパソコンやスマートフォン／タブレットの入力が選択できます。
その下の1つ目の穴は専用無線アダプターBTA-ツー と接続するときに使用する音声入出力用端子です。4 極ミニプラグケーブルなどを使うことで、スマートフォンからの入力信号をチャンネル4 に入力するのと同時に、P4next でミックスした信号（チャンネル4 の信号を除く）をパソコンやスマートフォン／タブレットに返すこともできます。
その下の穴は専用無線アダプターBTA-ツー を接続するときに使用する電源端子です。

背面
本体を裏返してください。
· 一番上、左右に1つずつゴム足があります。
本体背面の中心から少し下に電池カバーを取り外すための爪があります。爪を上に押しながら持ち上げて開けます。この製品は単3電池を2本使用します。電池を入れるときは、まず本体の電池収納部にあるリボンを上方向に引っ張ってください。リボンの上に電池が乗るように注意して、電池のマイナス側をバネのある側に合わせて入れて下さい。このとき、リボンを電池で挟まないように注意してください。電池をとりはずす時は、電池が飛び出さないように手で押さえながら、リボンを引っ張ってください。電池カバーを付けるときは、カバーのウエ側にある2つの小さな爪を、本体の電池収納部のウエ側の穴に合わせて嵌めこみ、下側をカチッというまで押してください。
· 本体背面中央の左右の端にある穴はねじ穴です。
· 電池カバーの爪の左下には四角いラベルが貼ってあり、その右下に細長い小さなシリアルラベルが貼ってあります。
· 一番下には横に長いゴム足があります。

本体正面を上にして机の上に置き直し、手前に起こしてください。
本体上部
左から順に次のように位置します。
左からINPUT イチ端子、INPUT　ニ端子、INPUT　サン端子　INPUTヨン 端子、マイクプリアンプを搭載した入力端子です。
· XLR プラグに対応しています。各INPUTイチ端子　カラ　INPUTヨン端子の上下に端子固定用のねじが2個づつ、合計8個あります。






















以上でPフォーnextの各部の説明は終了です。
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